
生食

半生

加熱不足

での喫食
散発下痢症患者からの

カンピロバクター検出

カンピロバクター食中毒

細菌性のもので最多

細菌性食中毒事件数の65％（R6年）

カンピロバクター感染

多くは原因不明

宮城県におけるカンピロバクター属菌の疫学調査及び検査法の検討

宮城県保健環境センター 微生物部 研究期間：令和６年度～令和７年度

目 的

背 景

内 容

・散発下痢症患者由来のカンピロバクター菌株の地域・時期による実態を把握

・散発下痢症患者由来のカンピロバクター菌株と流通鶏肉由来株との関連性を検討

① 流通鶏肉からのカンピロバクター検出

② 散発下痢症患者由来のカンピロバクター菌株収集

③ ①と②の菌株を比較し関連性を検討

④ ③における菌株精査のための検査法の検討

流通鶏肉

高い確率で

カンピロバクターを

保有

① 保健所における衛生指導の根拠

② 食中毒発生予防に対する知識の普及・啓発

③ 食中毒発生時の迅速な対応


